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近世朝鮮通信使船の対馬海峡航路

森　平　雅　彦

１．はじめに

　国際関係とは、外交・戦争であれ、交易・文化交流であれ、煎じつめれば地

域間をヒト・モノ・情報が移動することで立ち現れる現象である。したがって

国際関係の成り立ちを根底から理解するには、かかる移動の様相を具体的に把

握する必要がある。とりわけ前近代においては、現代とは異なる時代・地域特

有の政治・社会環境に加え、自然条件に対応する技術的限界が強く作用するた

め、実現可能な長距離移動の様態には自ずと多くの制約が加わり、そのことが、

結果として立ち現れる国際関係の在り方をいっそう強く規定する（1）。

　前近代の日朝関係が、主に対馬海峡（Korea Strait）を通じてヒト・モノ・

情報が双方の間を移動することで生起してきたことは、贅言を要すまい。しか

し朝鮮半島南岸、対馬、壱岐、九州北岸の主要な関係地を単純な線でつなぐ概

念図レベルの認識以上に、その具体像を掘り下げ、体系的に整理した研究は、

意外にみあたらない。この問題に関して、筆者はさきに高麗・朝鮮時代の朝

鮮半島南岸における対日対応拠点の変遷について整理したが（森平［2013c］）、

本稿では、対馬海峡において船舶が日朝間を往来する際の航路・航程について、

基本的な事実を確認することにしたい。

　ただ航海の様相については、主体と渡航目的、使用船体と船団編成、日朝双

方の協業・支援体制といった規定要素の違いにより、共時的・通時的にさまざ

まなバリエーションが存在した可能性を、まずは想定しておくべきだろう。そ

こで如上の諸条件を考慮しつつ、当面の検討対象を次のように設定する。

　まず時代は近世、具体的には朝鮮後期／江戸時代とする。これは一義的に、

関連データが豊富であり、航海の模様を比較的詳しく知ることができるためで
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ある。まずは近世の実態をおさえることで、データが少ない中世・古代の状況

を考える足がかりとしたい。

　航海の主体は、朝鮮朝から徳川幕府に派遣された使節団が搭乗する朝鮮通信

使船とする。17世紀初めから19世紀初めまでに計12回派遣されたが（第12次

は対馬までの往復）、多くの場合6隻で構成される（第1次は4隻と伺候船2隻、

第12次は4隻）。同時代には朝鮮から対馬に50回以上派遣された使船として2

隻ないし1隻からなる訳官使船があり（2）、日本側では対馬が朝鮮通交に使用す

る各種の船舶が存在するが、本稿では対象外とする。

　また後述する使用史料の性格から、あくまで、それらの記録者である朝鮮人

官吏の主観を通じた認識世界をうかがうものであるという限定も加えておこう。

記録者からみて客体となる朝鮮人船員や日本側関係者の主観的世界と必ずしも

等置されない点に注意したい。このことは、航路という動かぬ事実を論じる本

稿の段階ではさほど問題にならないが、航海の諸局面で関係者の認識に由来し

て生じた諸事象を論じる際には重要な要件となる。

　分析手法としては、個別具体的な航海事例を集積して帰納する方式をとる。

概括的記録としては、朝鮮時代の対日関係についてまとめた『増正交隣志』

（1802年）もあり、そこに記された通信使船の航路のうち、対馬海峡部分は次

のとおりである。

釜山永嘉台下―対馬島佐須奈浦―大浦―鰐浦―豊浦―泉浦―西泊浦―琴浦

―芳浦―鴨瀬―府中―一岐島楓本浦―筑前州藍島―長門州南泊―赤間関

　しかしこれは、多くのケースで利用されたルートについて、寄泊実績のある

港湾の一部
4 4

を羅列しただけのものである。経路はほかにもあったし、当該ルー

トにおける寄泊地の全事例やパターン・傾向を表したものでもなく、特定の

ケースを例示したものでもない。

　この問題について従来の関連研究では、個別の通信使の航路について概略を

紹介し（3）、あるいは一例に代表させて通信使の航路はこうだとする大づかみ

な解説がある程度であり、まがりなりにも全体を見渡したものとしては内藤雋
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２．航程一覧表と地名比定

（1）航程一覧表の作成
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